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• 宇宙線モジュレーションの研究（宇宙天気研究）

• GMDNの一部として方向分解能の良い観測を行う。

• 観測イベント（ 2006年12月）の2D map解析。



2009年：連続観測にため稼働率向上を目指す。

１１Mbps

リアルタイムでデータを自動収集

2005年度：
• システム構築

2006年度：
• バッテリー増設（１０台）
• 給電再開時のPC自動再起動
⇒ノートPCの故障により再起
動せず（冬期欠測）
• アンプ基板上の高圧絶縁対策

2007年度：
• 給電再開時のPC自動再起動

⇒リレースイッチ動作不良によ
り再起動せず（冬期欠測）
• FPGA回路書換装置導入

2008年度：
• IP-switch導入⇒給電再開時
のPC再起動に成功

昨年度までの経過：



２００８年度：

Charge off

Load off

11月26日給電停止 ⇒ 12月13日観測再開

11月26日給電停止 IP-switchで再起動

２００９年度： 現在（12/17）のところ、どうにか観測を継続中



• FPGA書換装置のインストール

遠隔操作による計測回路変更が可能に

・ 冬期間（10月～6月）のDuty cycleの向上を目指す

2006年：39.7％、2007年：43.8％、 2008年：85.0％、 2009年：？

異常PRCの出力をpull-down！
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20.8 ％

35.2 ％

61.8 ％

82.9 ％
（12/17 現在）

通年DC（観測時間／実時間）の推移
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One year data in the solar maximum (2000)
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GMDN put in operation

First big event observed in December 2006

One year data in the solar minimum (2006)



Overview of an event in Dec. 2006

Liu et al., ApJ 689, 2008 12/13 12/14 12/15 12/16 12/17

No additional disturbances

~3% FD @~30 GeV

X3.4 flare onset  02:38UT on 12/13

average VSW = 1160 km/s

GMDN: CR density
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Muon precursors seen by GMDN
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2D map of 1 hour data (2006 12/14 08:30UT)



Viewing directions of GMDN & IMF 
(without Nagoya & Morikura) 



Observation results
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Best-fitting with a model
(preliminary)
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• 乗鞍ミューオン計の稼働率は着実に向上し
ている（IP-switch、遠隔操作による計測回路
変更）

⇒ 次期太陽活動極大期に向けた連続
観測体制がほぼ整った。

• GMDNで2006年12月のFDイベントの前兆
現象を捉えた。

⇒ 乗鞍ミューオン計による前兆現象の
観測を目指す（２D map解析）。

ま と め
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